
(57)【要約】

【課題】膨張弁の感温室を形成する蓋部材の表面をシー

ルするためのハンダ層の改良を図る。

【解決手段】膨張弁１は、弁本体１０内に弁室２４を有

し、弁体２２が弁座に対して当接される。弁本体１０の

上部には、ダイアフラムと蓋部材５０が取付けられ、ガ

ス室４４を形成する。蓋部材５０を貫通してキャピラリ

チューブ６０が挿入され、蓋部材５０の表面は、ハンダ

層１００でシールされる。ハンダ層１００を形成するた

めのハンダ素材は、無鉛素材である。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
冷 媒 の 流 入 口 と 流 出 口 を 有 す る 弁 本 体 と 、 弁 本 体 に 形 成 さ れ る 弁 座 に 対 し て 離 接 す る 弁 体
と 、 弁 本 体 に 取 付 け ら れ る ダ イ ア フ ラ ム と 蓋 部 材 に よ り 形 成 さ れ る ガ ス 室 と 、 蓋 部 材 を 貫
通 し て ガ ス 室 に 開 口 す る キ ャ ピ ラ リ チ ュ ー ブ と 、 ガ ス 室 の 内 圧 に 応 じ て 変 位 す る ダ イ ア フ
ラ ム の 移 動 を 弁 体 に 伝 達 す る 手 段 と 、 蓋 部 材 の 表 面 に 形 成 さ れ る シ ー ル 用 の ハ ン ダ 層 を 備
え た 膨 張 弁 で あ っ て 、
上 記 ハ ン ダ 層 を 形 成 す る た め の ハ ン ダ 素 材 は 、 鉛 を 含 有 し な い こ と を 特 徴 と す る 膨 張 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 ハ ン ダ 素 材 は 、 そ の 主 成 分 が Ｓ ｎ － ３ ． ２ Ａ ｇ － ２ ． ８ Ｂ ｉ － ０ ． ７ Ｃ ｕ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 膨 張 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 空 調 装 置 に 装 備 さ れ る 膨 張 弁 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
膨 張 弁 は 、 ダ イ ア フ ラ ム を 有 す る ガ ス 室 内 に キ ャ ピ ラ リ チ ュ ー ブ を 介 し て 感 温 部 か ら の ガ
ス を 導 入 し 、 そ の 圧 力 に 対 応 し て 弁 体 を 作 動 し て 冷 媒 の 流 量 を 制 御 す る 機 構 を 備 え る 。 こ
の 種 の 膨 張 弁 は 、 例 え ば 特 開 平 ７ － １ ４ ６ ０ ３ ３ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 膨 張 弁 は 、 弁 本 体 の 上 部 に ダ イ ア フ ラ ム を 取 り 付 け 、 そ の 上 部 を 蓋 部 材 で 覆 っ て ガ
ス 室 を 形 成 し て い る 。
キ ャ ピ ラ リ チ ュ ー ブ は 、 こ の 蓋 部 材 を 貫 通 し て ガ ス 室 内 に 開 口 す る た め に 、 蓋 部 材 の 上 面
に シ ー ル 層 を 形 成 す る 必 要 が あ る 。
こ の シ ー ル 層 を 形 成 す る 手 段 と し て 、 ハ ン ダ 素 材 を 用 意 し 、 こ の ハ ン ダ 素 材 を 加 熱 溶 融 し
て ハ ン ダ 層 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
か か る ハ ン ダ 層 に 用 い ら れ る ハ ン ダ 素 材 に は 、 Ｓ ｎ － Ｐ ｂ 系 合 金 が 使 用 さ れ て お り 、 鉛 成
分 が 含 有 さ れ て い る 。
し か し な が ら 、 鉛 成 分 は 環 境 負 荷 物 質 と な る た め 、 こ れ を 廃 止 し か つ 従 来 の ハ ン ダ 層 と 同
性 能 の ハ ン ダ 層 を 形 成 す る こ と が 要 求 さ れ る 。
本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み 、 鉛 成 分 を 含 ま な い ハ ン ダ 層 を 有 す る 環 境 に 配 慮 し た 膨 張 弁 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
か か る 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 膨 張 弁 は 、 冷 媒 の 流 入 口 と 流 出 口 を 有 す る 弁
本 体 と 、 弁 本 体 に 形 成 さ れ る 弁 座 に 対 し て 離 接 す る 弁 体 と 、 弁 本 体 に 取 付 け ら れ る ダ イ ア
フ ラ ム と 蓋 部 材 に よ り 形 成 さ れ る ガ ス 室 と 、 蓋 部 材 を 貫 通 し て ガ ス 室 に 開 口 す る キ ャ ピ ラ
リ チ ュ ー ブ と 、 ガ ス 室 の 内 圧 に 応 じ て 変 位 す る ダ イ ア フ ラ ム の 移 動 を 弁 体 に 伝 達 す る 手 段
と 、 蓋 部 材 の 表 面 に 形 成 さ れ る シ ー ル 用 の ハ ン ダ 層 を 備 え た 膨 張 弁 で あ っ て 、 上 記 ハ ン ダ
層 を 形 成 す る た め の ハ ン ダ 素 材 は 、 鉛 を 含 有 し な い こ と を 特 徴 と す る 。
さ ら に 、 上 記 ハ ン ダ 素 材 は 、 そ の 主 成 分 が Ｓ ｎ － ３ ． ２ Ａ ｇ － ２ ． ８ Ｂ ｉ － ０ ． ７ Ｃ ｕ で
あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 膨 張 弁 の 断 面 図 で あ る 。
全 体 を 符 号 １ で 示 す 膨 張 弁 は 、 黄 銅 等 で つ く ら れ る 弁 本 体 １ ０ を 有 し 、 弁 本 体 １ ０ に は 冷
媒 の 流 入 口 １ ２ と 流 出 口 １ ４ が 設 け ら れ る 。 こ の 弁 本 体 １ ０ に あ っ て は 、 冷 媒 の 流 出 口 １
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４ と 同 一 軸 線 上 に 弁 室 １ ６ が 形 成 さ れ る 。
弁 室 １ ６ 内 に は 、 弁 体 の 支 持 部 材 ２ ４ に 支 持 さ れ た 弁 棒 ２ ０ が 配 設 さ れ 、 弁 棒 ２ ０ の 先 端
の 弁 体 ２ ２ が 冷 媒 の 通 路 １ ８ に 形 成 さ れ る 弁 座 に 対 し て 離 接 し て 、 冷 媒 の 流 量 を 制 御 す る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
支 持 部 材 ２ ４ は 、 ス プ リ ン グ ２ ６ に よ り 弁 を 閉 じ る 方 向 に 押 圧 さ れ て お り 、 ス プ リ ン グ ２
６ の 下 端 は ナ ッ ト 部 材 ３ ０ に よ り 支 持 さ れ て い る 。
ナ ッ ト 部 材 ３ ０ は 、 中 心 部 に 角 穴 ３ ４ が 設 け て あ り 、 外 周 部 に 弁 本 体 １ ０ の 内 ね じ ３ ２ に
螺 合 す る 外 ね じ が 形 成 し て あ る 。
角 穴 ３ ４ は 、 冷 媒 の 通 路 を 兼 ね る が 、 こ の 角 穴 ３ ４ に レ ン チ を 差 し 込 み 、 ナ ッ ト 部 材 ３ ０
を ね じ 込 む こ と で 、 弁 体 ２ ２ を 弁 座 に 当 接 さ せ る こ と が で き る 。
ね じ 込 み 量 を 変 え る こ と で ス プ リ ン グ ２ ６ の ば ね 力 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
弁 本 体 １ ０ の 上 部 に は 開 口 部 が 形 成 さ れ て お り 、 ス ト ッ パ ７ ０ が 挿 入 さ れ 、 ス ト ッ パ ７ ０
に 当 接 し て ダ イ ア フ ラ ム ４ ０ が 敷 設 さ れ る 。 ダ イ ア フ ラ ム ４ ０ の 上 面 に は 、 蓋 部 材 ５ ０ が
覆 せ ら れ 、 ダ イ ア フ ラ ム ４ ０ を 弁 本 体 １ ０ と の 間 に 狭 持 す べ く 弁 本 体 １ ０ に カ シ メ 加 工 に
よ り 固 定 部 １ ８ を 形 成 し て 、 蓋 部 材 ５ ０ を 固 定 す る 。 蓋 部 材 ５ ０ と ダ イ ア フ ラ ム ４ ０ の 間
に は 、 感 温 室 ４ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
蓋 部 材 ５ ０ の 中 央 部 に は 、 突 出 部 ５ ２ が 設 け ら れ 、 キ ャ ピ ラ リ チ ュ ー ブ ６ ０ が 差 し 込 ま れ
る 。 こ の キ ャ ピ ラ リ チ ュ ー ブ ６ ０ の 先 端 に は 蒸 発 器 等 に 取 付 け ら れ て 、 そ の 温 度 変 化 を 検
知 す る 感 温 部 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ 、 感 温 室 ４ ４ へ 圧 力 が 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
弁 本 体 １ ０ に は 、 ３ 本 の 作 動 棒 ７ ２ が 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ る 。 こ の 作 動 棒 ７ ２ は 、 ス ト ッ
パ ７ ０ と 支 持 部 材 ２ ４ と の 間 に あ っ て 、 ダ イ ア フ ラ ム ４ ０ に 伝 達 す る 機 能 を 有 す る 。
支 持 部 材 ２ ４ は 、 弁 体 ２ ２ と 一 体 に 移 動 し て 、 弁 座 と の 間 の 流 路 面 積 を 変 更 す る 。 感 温 室
４ ４ 内 の ガ ス 圧 に 応 じ て 、 冷 媒 の 流 量 が 制 御 さ れ る 。
蓋 部 材 ５ ０ の 上 面 は 、 ハ ン ダ 層 １ ０ ０ で シ ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
而 し て 、 図 １ の ハ ン ダ 層 を 形 成 す る た め に 用 い ら れ る ハ ン ダ 素 材 の 主 成 分 は 、 Ｓ ｎ － ３ ．
２ Ａ ｇ － ２ ． ８ Ｂ ｉ － ０ ． ７ Ｃ ｕ （ ニ ホ ン ハ ン ダ 製 の 材 料 名 ： Ｐ Ｆ ３ ３ ） で あ り 、 こ の 素
材 に よ り ハ ン ダ 層 １ ０ ０ は 無 鉛 ハ ン ダ 層 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
か か る 膨 張 弁 の 蓋 部 材 ５ ０ の 表 面 に ハ ン ダ 層 １ ０ ０ を 形 成 す る の に 際 し て 、 本 発 明 の ハ ン
ダ 素 材 を 蓋 部 材 ５ ０ の 上 面 に 載 置 し 、 弁 本 体 を 加 熱 す る こ と に よ り 、 良 好 な ハ ン ダ 層 を 得
る こ と が で き る 。
し か も 、 従 来 の 膨 張 弁 に 対 し 、 特 性 の 変 化 し な い 環 境 に 配 慮 し た 膨 張 弁 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 膨 張 弁 は 以 上 の よ う に 、 感 温 室 を 形 成 す る 蓋 部 材 の 上 面 を シ ー ル す る ハ ン ダ 層 を
形 成 す る た め の 、 ハ ン ダ 素 材 の 成 分 を 改 良 し た も の で あ り 、 ハ ン ダ 層 を 無 鉛 素 材 で 構 成 で
き 、 従 来 の 膨 張 弁 と 同 じ 特 性 で 、 し か も 環 境 に 配 慮 し た 膨 張 弁 を 実 現 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 膨 張 弁 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 膨 張 弁
１ ０ 　 弁 本 体
２ ２ 　 弁 体
２ ４ 　 支 持 部 材
２ ６ 　 ス プ リ ン グ
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３ ０ 　 ナ ッ ト 部 材
４ ０ 　 ダ イ ア フ ラ ム
５ ０ 　 蓋 部 材
６ ０ 　 キ ャ ピ ラ リ チ ュ ー ブ
７ ０ 　 ス ト ッ パ
７ ２ 　 作 動 棒
１ ０ ０ 　 ハ ン ダ 層

【 図 １ 】
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